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松本歯科大学部分床義歯学実習に用いる

4倍大下顎小臼歯石膏模型の製作
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Summary

ObjectivesiInRemovablePartialDentures(RPD)exercises,Wehavemadetherestseat

andguideplane.Therefore,wemadeanewRPDplastermodelofthelowerpremolarthatis

quadruplethesizeofthenormalone,inordertomakethepurposeofthisexerciseclearand

handy.

Materialsandmethods Weusednormalplaster,parafrlnWax,inlaywaxandimpres-

sionmaterialfortheduplicatedmodels.Wecarvedandarrangedtheplastermodelofthe

lowerpremolarthatisquadruplethesizeofthenormalone.Thenwemadethebaseofthe

modelforperfection.

Resultsandconsideration ThenewmodelwasmadebyNissinDentalProducts,Inc.

anditwascalledtheC4-MM.P.25model.Wethinkthatthenewmodel'susabilitywasim-

proved,becausewetriedtodownsizethismodel,makingitsmall,lightandhandierthan

theoldmodel.Therefore,dentalstudentscanidentifythetoothaxis,sotheycandosimilar

worktoreallaboratorywork,andinstructorsareabletoworkmoreeasilyonteachingand

managementthantheyusedto.Inaddition,wethinkthatexercisetimesweremucII

shorterthanbefわre.

Conclusion Thenewmodelunitesgooddesignandhandyoperations,andalso,underex-

ercisesandsubsequentexercises,Wecanmanagementandkeepiteasily.

(2011年10月25日受付 ;2011年12月22日受理)
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緒 口

松本歯科大学では部分床義歯学実習に4倍大下

顎小目歯石哲模型を用いて,補綴的前処置を想定

したレス トシー トおよびガイドプレーンの形成を

行っている.設計はMesialrest,Proximalplate,

トbarRetainer(以後RPIクラスプと略す)と

し,模狸はニッシン社製C4-SW.P.3No.5 (翠

真 1)を2009年度まで使川してきた.しかし,こ

の模17,.封二は義歯の荊脱jJ一向のIリJ'Jミがなく.剤脱方
向推測の根拠となる商起軸も困冠高楼が不jJiした

形態のために,学/LにŶf一脱ノ)一向はJIl用,'f･さjtにくい

現実があった.そのために1Yi--脱ノJ'向と模脚衰l桁の

垂直偶係は決まったものではないにもかかわら

ず.便法として模)jfi).旨底部底ll1日こ屯直なノ挿JをŶtT'･

脱方向として説明することでIj5'lJ}Iを行ってきた.

また,第 2小F摘キの述心lT側.ill)のLrL':r･'態が小さいた

めにガイドプレーンの機能に一色､要な形成を行うこ

とは山来なかった.さらに.近心邦には小紙が二

つあり,レス トシー ト先端の位;(-Lを決めるための

判断が難しいという欠点か...JcJ.められた.

そこで我々はこれらの欠点を'L!欠lr･,1し,本ワニ'F'7Iの

教育 n的であるRPIクラスプのための前処Fi′ftで

あるレストシー トとガイドフレーンの形成を臨休

Lの技工術式に従うとともに,学隼が理附しやす

く作業しやすくなることを目的とした.加えて,

実習の指導 ･管即 ･迎′.:;1:をよりmJ'世に行うため

に,新たに4倍)くlT';銅小Fl肺イJ-1日:模型を製作 して
実習に導入することをL刈った.

Q.托l:ニッシン手I触CISW.P,3 No.5秒tu.
蠍tI迎心批 LJiかt.)の比/･とこ7).)/k底,.TlSがJ,J,)形を)点本とし
てnr)れて いる.

使 用 材 料

新模雅の原型を製作するのに使)l]した材料は,

普通石哲 (サンエス石膏),パラフィンワックス

(G-C歯科工業),イ ンレー ワックス (YETI

DENTALTHOWAX),商科複模型用ゴム質弾性

印象材料デュプリコーン (松風)である.

製 作 方 法

1)C4-SW.P.3No.5模型は近遠心径が78.5

mm, 高 さ54mm.蛾舌径61mm,重 さ215g椎
の大きさである.基底紬 ま扇方の隅を丸め, 卜分

な厚さをもっている.これをllJfiJJlに,新しい模型

を作るにあたり,次の 山を 考慮した.

1.弟脱方向を表示する ･̀2〉.
2.RPIクラスプ3･トを設計 し易い歯冠形態にす

る.

a)Iバーの添加量 (アンダーカット遠)が十

分にある形態にする.

b)岐合面レス トの先端部を分かり易い形態に

する 7.

C)ガイドプレーンの帖椎を設け易い形態にす

る.

d)lLif-Jtfを高くしガイドプレーンの形成を行い
やすくする.

e)小連結∫･との移行邪形態ができるように鼓
形空隙郡を作る.

3.模型全体の高さをC4-SW.P.3No.5模型よ

りも低 くする.

4.模型基底部を小さく,扱い易くする.

5.複数の模型を並べ易く,破航しにくい形にす

る.

6.)EJ真部側面に名ftJ7J-1字を,TFけるようにする.

7.製l'lt']化する.

2)次にこれらの･il三.T:I:).J.･-.を八･税化するために,

製作雌)F.!の l{',lTfi小1てll']'-Tの近遠心径は,ニッシン礼

のデンタルモデルC3-304(L14S)4倍人歯牙

膜JモIiの近遠心径を参考にすることにした.次

に,石膏ブロックにその幅径を逓準としてRPI
クラスプを設計し易い歯冠形態となるように歯冠

高径と蛸苫径のバランスを取りながら∠目許大石膏

焼畑婦を製作 した.約 -./トr圧酎土岐合面の近心部

には小網を中央溝のラインL･.に つ 設け,煩仙fLi
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は歯頚部から暁頭に向かう13の処に 卜分な豊隆

を形成し,Ⅰバーの設計が出来る形態にした.逮

心l両部の形態は遠心辺縁隆線部を歯軸に直行する

ように形成 し,遠心舌側唆頭を発達させること

望ましいガイドプレーンの設計が出来るように遠

心面の広い形態を与えた.

続いて石甫模型 ヒで,舌側の歯間巌形空隙が,

′ト連結子の形成が容易になるように,石膏模型萌

を排列して)iE底部を作った.模AIJ.基底部は側面に

名前などが吾けることを念頭に製作し,底面の大

きさは手のひらに乗るように小型化 ･軽量化をI晋l

り.模型を片手で把撞して操作できるようにし

た.また,収納バットに,収納ならびに保管･管
jlEがし易くなるように,艮ノJ-1rfの4隅を削り破損
しにくくした.加えて,第2小l二欄｢の模型基底郡

の蛸而 ･遠心面 ･舌面に.L剤州こ一致させた剰脱
ノJ■ll'TJが.iL1人できるように誘導溝を設けた.

結 果

花々の製作 した1倍大丁顎小Fl菌石膏模型は

ニッシン礼の協ノJを得てC4-MM.P.25となった

(I/j'-貢･2).枚)Il.!の人ささは)占底部の近遠心径が

68mm.高さは52mm.枇lT絹は50mmで屯さ

は]58g柵である.

そ して.この模糊 (C I-MM.P.25)を2010隼

鹿の実習に川いた.
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考 察

本実習は部分床義歯学の初段階で行う2′ため,

サベ-イング実習を行っていない学生もいる.そ

れでも義歯の着脱方向を目視できることで学生が

維持装置と着脱方向の閲係を理解し易くなった.

さらに作業工程はサベ-イング後の本来の技工操

作に近くなった.RPIクラスプは義歯の着脱方

l旬に対応した維持力と近心レストによる支持とレ

スト･鈎先郡 ･ガイドプレーンの位置閲係が措抗

するために望ましい位閏と形になったと思われ

写真2:C4MM.P.25校噌

IT;側)も心トノ)'から比たところ.)占底淋まill乃Inl-･近遠心lT11が
JJJりやすいようにLIJrlfを作り,破mrUJIL.rT･理のLiJlさを考
えて 1肋をrjIJっている.).uJ'く淵;側ll"にI川姐ノJlTlJの.虚飾I'跨.を..lL
刑しか.小l一冊 は斤mlJ岐ilnを,-,A.I)くし.耶'.小[:IL'iHま遠心再竹Iu
ll如11のL'川手を人きくしカイトブレーンの形成がLbiい形態に
した.

写J13,4:I)ミ'tmi本松代')_CIMM.P.25f桝IJ.(ノl'_)とC▲lSW.P.3 No.51馴リ.(イ)')
レストシー ト (恥 小川加の岐合Irli近心邦)とガイドプレーン (机 './卜｢h'i仏 心而郎)か形成さJLIYr色された状態である.
ノ17.1I,リULiイl松竹ー比べてレストシー トが淡く形成され.TT仰叫の地形'jHl;);tも l･/Jlにある.ガイドプレーンは r･.紬が脚舶こjTL.El'l:
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写真5:ガイドプレーンの形成

ガイドプレーンの人まかな形成はカーバイドバーで1刷的ノブ向
に平行になるように削る,彫刻ノJなどで行うより能率的であ
る.臨J水でもIJflに文JIi.を求め1Ylrl脱ノJ'向を%･J.おしながらバー等
で形成される.

る.見本模型で新模型をl州別 lJ.と比べるとレス ト

座の形はより三角形に近 く, レス ト先端の位置は

歯軸方向に唆令)Jが伝達さjtる位;-yIlとなった. レ

ス トの深さは改薄され,本来あるべき厚 さが設計

され,′ト連結 ｢-の移行形態 も付 与で きる形 と

なった (17=j'･良3,4).また,頬面園部部にIバー

設計に 卜分なアンダーカット量を設けることが可

能となった.

小職化 ･憧ili_･化を阿ったことでハンディーな操

作が可能となり,操作性を改善できるとともに臨

床崎に｢l艦内で行われる形成作業のイメージを担

保できたと)iJ,われる (写真 5).また,着脱方向

が EJ視で き設計に撫理のないことか ら,教員に

とっては指導 し易 くなったと考えられる.

実習後には作ll"I(のl=川父,保JTT･,採点,返却など

が行われる.製作 した悦Jr,-U.はl=川丈.収納するバッ

トの大きさを考慮 し,膜Jr.9.rr'.秋の収納､取 りH L

も考慮 した結果,管即 し採点が し易くなったと)iI.

われる (写真 6).加えて,∫l拍/t的な'k'lTJIIL=l'uの

短縮化 も図れたと考えられる.

結 論

今LfTr,我々の製作 した4倍大 ド'JJ"Tl小1二J的イ汀f･模

型は,従来のニッシン社の C4-SW.P.3No.5校

JFBに比べると,

1.RPIクラスプを設計 しやすい.

写真6:作Tl"■lのIlrllIR･収納
柁Ziリ占底棚のflql桝をHIJることで仰々の模)皇望をjlqみバットから
谷奴に取 り山すことができる.

2.レス トシー トのデザイン性に優れ,形成 し易

しヽ.

3.ガイ ドプ レー ンを設計 し易 く,形成 しやす

い .

4.′ト辿紙子への移行部の形成を行い易い.

5.怪量でハ ンディーな操作性に優れている.

6.基底部が小さく実習中 ･実習後の管鞘 ･イ果管

をし易い.

という結論を得た.

参 考 文 献

日 藍 稔 (2000)症例に応 じたパーシャルデ ン

チャーの設計マニュアル,42-56,学旭-.I=ち--L 東
京.

2)松本附科人学術朴補綴学日経ki享(2009)部分床遜
l粁デ:膜Jt'J/)SPI帆 13.'Jm):糾 札 松本.
3)側板 ･JrL.他 (19詫7)I').(科L'ji/;'=人W･典 1.901
91.L'JJtT瀬川触.火JJ'(.

-I)JhN･lY･.逐 (19!)3)イfJL･.hJ'ir技 に′､;･': 2 ).J.i･Ii床
凝り.一触,303).lJJi僻地日放.火);(.
5)申iJt IJl(1975).ills/JlJ)iぷ僻学.LO9114,永末
-.1川手,火山.

(5)処u fI･.T'_(P.lli (199.3)†lJ入鹿榊技 J二学 2 I.-捕;床
見川.一編,3839,['ji(il肘hl坂,束火.
7)lull.T･･椴 (19別)パーシャル .デンチャーの設
‖卜 仙リ日生t!i 別I"L I5･46,恢術基 山版,求

JJ1
8)NISSINDENTALPRODUCTSINC.(1992)

ニッシン総合カタログ,);i-那.


